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昭
和
三
年
二
月
二
十
三
日
噴
火
後
時
々
噴
煙
多
量
多
少
の
降
友
を
北
東
山
鐙
に
粛
し
た
る
事
あ
ι
り
し
が
三
月
十
三
日
梯

暁
腕
下
軽
井
深
附
近
並
に
北
東
山
麓
一
帯
に
可
成
の
降
友
あ
'
り
し
故
同
月
二
十
一
日
よ

b
二
十
二
日
に
百
一
h
ノ
堤
技
手
を
し

て
調
査
せ
し
め
た
る
概
況
を
記
す
れ
ば
次
の
如
し
，
命
共
折
草
津
電
銭
沿
道
附
近
よ
ム
リ
観
た
る
最
近
の
噴
煙
降
・
一
以
記
事
と



去
月
二
十
三
日
の
噴
火
記
事
の
補
遺
と
し
て
浅
間
越
踏
査
に
よ
る
分
去
茶
屋
附
還
の
，
状
況
を
添
記
す
。

三
月
十
三
日
梯
践
の
降
友

噴
火
時
刻
は
起
時
が
夜
中
な
る
と
一
音
響
又
は
地
震
等
件
付
ゴ
'
り
し
た
め
明
か
な
ら
ず
、
・
噴
煙
口
火
口
よ
A

り
南
東
に
流
れ

小
浅
間
の
南
方
よ

0
星
野
破
泉
地
附
近
の
上
窓
を
通
過
し
径
路
に
多
少
の
友
砂
を
降
ら
し
軽
井
津
方
面
に
向
ひ
た
る
如

し
.
而
し
て
降
友
区
域
付
浅
間
山
よ
A

り
南
東
十
粁
徐
の
軽
井
津
町
附
近
土
中
心
と
し
幅
八
粁
内
外
の
小
区
域
に
て
南
西
方

は
沓
掛
盤
浮
を
界
と
し
北
方
は
小
潟
附
近
を
出
づ
れ
ば
殆
ど
認
め
ら
れ
ず
し
ず
新
奮
軽
井
様
、
離
山
、
鶴
溜
、
峠
町
、
矢
ケ

崎
附
近
一
固
に
可
成
の
降
友
ぁ
。
、
軽
井
津
鐸
員
の
談
に
よ
る
と
十
三
日
午
前
一
時
頃
よ

8
降
ι
り
始
め
同
四
時
頃
最
も
強

か
0
し
が
五
時
頃
に
至
。
欺
み
た
る
も
、
通
行
に
一
時
は
傘
を
使
用
せ
し
程
に
て
尺
徐
の
積
雪
面
上
は
一
面
友
を
以
℃
覆
は

れ
真
黒
く
な
A
り
た
れ
ど
も
積
る
程
に
は
至
ら
ゴ

6
主
と
、
此
皮
の
降
次
は
治
一
分
支
所
に
於
け
る
営
時
の
風
速
が
二
米
内
外

な
れ
ば
図
境
を
越
え
て
徐

'o速
く
迄
飛
散
せ
る
も
の
と
は
想
は
れ
難
ぐ
叉
地
震
計
や
自
記
晴
雨
計
の
記
象
紙
に
本
異
常
な

3
所
よ
ム
リ
見
れ
ば
爆
後
的
噴
火
な
ら
ず
し
て
大
噴
煙
と
も
稀
し
得
べ
き
も
の
な
'
り
。
小
噴
火
の
際
に
は
著
し
く
認
め
ら
れ

ま
る
も
蛍
時
の
気
歴
配
置
は
明
か
な
ら
ゴ
る
も
去
十
一
日
朝
北
佐
久
郡
一
国
の
春
雲
は
多
少
誘
殺
の
副
因
な
る
べ
し
。

最
近
の
噴
火
降
友
記
事

三
月
九
日

浅
間
山
よ

0
・
東
方
九
粁
距
た
る
長
日
向
の
草
津
電
銭
際
員
の
談
に
よ
右
と
此
日
噴
煙
多
量
に
て
少
量
の
降
友
ぁ
。
。
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三
月
十
三
日
夜
乃
至
十
四
日
午
前

ト
ー
浅
間
の
北
東
六
粁
鎌
原
分
去
茶
屋
に
℃
ゴ
ヲ

21¥鳴
動
を
問
う
降
友
ぁ
。
。

三
月
十
五
日
'

長
日
向

K
て
午
前
六
時
頃
よ
ウ
ド
ン
/
¥
一
音
響
を
聞
〈
、
軽
井
淳
、
鶴
溜
に
降
友
あ
'
り
。

三
月
十
六
日

2

1

1

'

e

，

o

¥

図
境
卒
(
浅
間
山
よ
'
り
束
北
東
八
粁
距
る
)
と
二
度
上
(
浅
間
山
よ
'
り
北
東
十
粁
離
る

)
K降
友
あ
A

り。

三
月
十
六
日
夜
乃
至
十
七
日

惨

4

鎌
原
分
去
茶
屋
附
廷
に
て
時
々
鳴
動
開
ゆ
、
噴
煙
は
小
浅
聞
を
中
心
と
し
て
軽
井
淳
方
面
に
流
る
。

三
月
二
十
三
日
、

午
前
九
時
二
十
六
分
頃
よ

0
暫
く
の
問
軽
井
路
地
方

K
降
友
あ
ち
て
午
後
も
可
成
噴
煙
多
量
。

" 

二
月
三
十
三
日
の
噴
火
記
事
補
選

J

一
鎌
原
分
去
茶
屋
に
で
ド
I

ン
と
強
主
一
音
響
'K
問
3
四
、
五
分
も
総
た
ず
し
て
噴
石
の
落
つ
る
一
菅
を
聞
く
]
'
強
戸
一
音
響
、
波

は
戸
一
障
子
に
ピ
リ
ノ
/
¥
と
激
振
を
奥
へ
た
る
が
，
破
損
せ
し
も
の
な
し
と
、
川
拠
出
せ
し
熔
岩
片
は
此
茶
屋
よ

n
南
一
粁
距

た
る
分
去
茶
屋
よ
'
り
、
南
方
四
十
間
程
離
れ
た
る
地
黙
ょ
の
約
一
丁
位
の
問
に
最
大
径
五
、
六
寸
ょ
，
り
一
、
二
寸
位
の

質
堅
綴
な
る
黒
色
攻
璃
質
の
も
の
を
降
ら
せ
間
々
気
泡

K
冨
む
鍍
浮
肢
の
樫
髭
な
友
褐
色
の
も
交
へ
て
一
寸
徐
積
ι
りた



る
も
?
?
ス
裁
の
小
岩
片
付
鎌
原
分
去
茶
屋
よ
λ

り
三
丁
程
南
よ
ム
リ
約
十
四
、
五
丁
の
間
三
分
位
積
'
り
で
此
茶
屋
附
還
は

-一抹砂
LT-

降
ら
せ
し
が
積
る
程
に
は
至
ら
，
5
6
3
0

而
じ
て
前
記
降
石
の
中
心
地
域
は
・
既
報
の
こ
度
上
附
近
の
被
害
地
と
川
浦
小
墜
児
童
の
負
傷
地
姑
と
噴
火
口
よ
ι
り
約
束

二
O
皮
北
の
一
直
線
上
に
存
在
す
。

今
同
の
噴
火
に
℃
焼
失
せ
る
分
去
茶
屋
は
中
心
地
域
よ
ム
リ
僅
に
外
れ
た
る
も
不
幸
に
し
℃
全
焼
し
残
る
は
唯
厩
合
の
一

部
と
道
路
の
東
側
に
あ
る
使
所
位
の
も
の
な
pn
ノ
、
同
家
の
者
は
不
在
に
℃
蛍
時
の
模
様
不
明
な
る
も
鎌
原
分
去
茶
屋
の

主
人
内
掘
近
太
郎
氏
の
談
に
よ
れ
ば
蛍
時
九
十
歳
の
婆
ヨ
ん
と
五
十
六
歳
の
男
二
人
切
'
り
に
て
赤
熱
熔
岩
片
の
落
下
は

十
五
分
間
位
に
℃
歌
み
た
れ
ば
屋
上
に
登

'o
雪
を
以
℃
熔
岩
の
落
下
筒
所
に
蛍
て
が
ひ
消
防
に
努
め
し
が
六
、
七
寸
積

。
し
厩
合
の
茅
葺
屋
根
を
貫
け
る
熔
岩
片
が
天
井
近
く
に
止
ま
っ
た
矯
め
、
延
焼
し
て
隣
家
茶
屋
焼
失
せ
λ

り
と
、
命
婆

さ
ん
は
庭
に
落
ち
し
熔
岩
片
が
屋
内
に
跳
ね
返
せ
し
も
の
に
あ
た

0
着
物
を
焼
さ
し
が
僅
か
の
負
傷
に
て
済
み
、
叉
飼

式
目
せ
る
a

烏
牛
に
は
被
害
な
か
ム
り
し
と
聞
く
。
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